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居住ニーズやライフステージに 
応じた多様な住まい・住まい方の 

実現について 

ー多世代・地域交流型住宅の供給ー 

【資料５】 
横浜市住宅政策審議会 

第１専門部会 
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子育て世帯の住まいの課題 

      子育てする上で安心・安全な構造や設備等を備えた住宅 
      地域の中での安心して子育てできる環境づくり 
      （コミュニティとのつながり、近居・同居の家族の助け、 
      子育て支援サービス、安全な遊び場の確保 等） 
（女性の社会進出、ダブルケアにより）『みんなで育てる』 ⇒ サービス・似た者同士 
                                                                                   ・他の世代 

子育て世帯の住まいの目指すべき方向  【論点】 

ハード 
ソフト 

○子育てに適した構造や設備を有し
た住宅の基準づくり 
○持ち家取得のための資金の確保 
○中古住宅を活用した低廉な子育て
世帯向けの住宅の供給 
○住替え希望者への情報提供 

≪民間賃貸住宅≫ 
 ○子育てに適した住宅の基準づくり 
 ○空家を活用した賃貸住宅の供給 
 ○入居希望者への居住支援 
≪公営住宅・公的賃貸住宅≫ 
 ○バリアフリー化 
 ○耐震化・長寿命化 
 ○コミュニティバランスへの配慮 

○あんしん・安全な住環境整備とコミュニティの創出 
○住まいと近接した子育て支援サービス等の確保 

持ち家 借 家 

住
ま
い 

住
ま
い
方 

多様な住まい・住まい方 

重点的に議論 
『多世代居住・交流』 
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○地域子育て応援マンション 
○大規模共同住宅の建築等に際する
保育施設等の設置の協力要請 
○高齢者住替え促進事業 

≪民間賃貸住宅≫ 
 ○地域子育て応援マンション 
 ○民間賃貸住宅あんしん入居事業 
  
 
≪公営住宅・公的賃貸住宅≫ 
 ○市営住宅の供給、倍率優遇等に 
   よる入居支援 
 ○子育て地優賃の供給 
 ○ヨコハマ・りぶいんの供給 
 ○母子生活支援施設の運営 

○よこはま多世代・地域交流型住宅 
○子育て優賃と高優賃の合築 
○身近な場所での情報提供・相談連携 
○横浜子育てサポートシステム 
○ヘルパーの派遣事業（家庭生活支援員事業、育児支援家庭訪問事業、養育支援家庭訪問事業） 

○福祉のまちづくり条例 

持ち家 借 家 

住
ま
い 

住
ま
い
方 

子育て世帯を対象にした施策 
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高齢者世帯の住まいの課題 

      自立生活や将来の介護等に備えたバリアフリー化 
      地域の中でのいきいきとした生活や活動の確保 
      （健康・介護・医療の福祉サービスや生活支援サー 
      ビス、コミュニティとのつながり、人との出あいや家族 
      との触れあい、生きがい就労など） 

高齢者世帯の住まいの目指すべき方向  【論点】 
ハード 
ソフト 

≪居住継続する場合≫ 
 ○バリアフリー化 
 ○耐震化・長寿命化 
 ○リフォーム（居住性の向上、二世帯居住等） 
 ○生活資金の確保（リバモゲの活用） 
≪住替えする場合≫ 
 ○住替え先の情報提供 
 ○生活資金の確保（持ち家の賃貸や売買） 

≪民間賃貸住宅≫ 
 ○バリアフリー化 
 ○入居支援・居住支援 
≪サ付住宅≫ 
 ○サービスの質の向上 
≪公営住宅・公的賃貸住宅≫ 
 ○バリアフリー化、耐震・長寿命化 
 ○コミュニティバランスへの配慮 

○地域包括ケアシステムの構築 
○子世帯との近居・同居による多世代交流 
○高齢者人口や生産年齢人口など、人口構造の変化を踏まえた住宅施策 等 

持ち家 借 家 

住
ま
い 

住
ま
い
方 

多様な住まい・住まい方 

重点的に議論 
『多世代居住・交流』 
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≪居住継続する場合≫ 
 ○マンション・バリアフリー化支援事業 
 ○高齢者等住環境整備事業 
≪住替えする場合≫ 
 ○高齢者住替え促進事業 

≪民間賃貸住宅≫ 
 ○民間賃貸住宅あんしん入居事業 
 ○終身建物賃貸借制度の運用・普及 
≪サ付住宅≫ 
 ○供給誘導策の検討、質の向上 
≪公営住宅・公的賃貸住宅≫ 
 ○市営住宅の供給、倍率優遇等に 
   よる入居支援、バリフリ化 
 ○高優賃の供給 
 ○特別養護老人ホームの整備 
≪高齢者施設≫老人ホーム等の整備 

○地域包括ケアの推進 
○よこはま多世代・地域交流型住宅 
○子育て優賃と高優賃の合築 
○身近な場所での情報提供・相談連携 
○民間賃貸住宅あんしん入居事業【再掲】 
○既存公的賃貸住宅団地における生活支援策の検討、生活援助員派遣事業 等 

持ち家 借 家 

住
ま
い 

住
ま
い
方 

高齢者世帯を対象にした施策 
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公的賃貸住宅の対応範囲 

子育て世帯・高齢者世帯等を対象にした施策 

※費用負担は実際の家賃額から主要な範囲を表示。 
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高齢者住宅の対応範囲 

子育て世帯・高齢者世帯等を対象にした施策 

 

         

         

 
        

        

         

 
        

        

         

 
        

        

         
自立度 
(万人) 

自立 
（64.88） 

要支援１ 
(1.40) 

要支援２ 
(2.04) 

要介護１ 
(2.11) 

要介護２ 
(3.06) 

要介護３ 
(1.93) 

要介護４ 
(1.74) 

要介護５
(1.54) 

※ 縦軸は、高齢者用市営住宅は「月額家賃」、高優賃は「収入分位 10％以下の平均入居者負担額」、サ高住は「食事サービス等を含めた家賃総

額」であり、各住宅に居住する世帯の９割程度が該当する範囲を示している。なお、老人福祉施設、介護保険３施設は月額利用料金の目安で

ある。 

   は現在のストック量（1 つあたり 2,000 戸(床）)    は現在のストック量（1 つあたり 2,000 戸(床）) 

年金平均月額：厚生労働省 平成 25 年度厚生年金保険・国民年金事業の概況より 

サービス付き高齢者向け住宅 

介護保険３施設 
その他高齢者施設 

高齢者用市営住宅 

厚生年金平均月額 

169,786円（神奈川県） 

高齢者向け（地域）優良賃貸住宅 

12 万円 

1 万円 

費
用
負
担
（
月
額
）
※ 

６万円 

18 万円 

24 万円 

30 万円 

国民年金平均月額 

54,807円（神奈川県） 

要介護認定者数：平成 25 年９月末現在 
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【現状と課題】  

多様な住宅種別、選択肢の拡大の必要性 
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単身世帯の年齢別世帯数の推計（横浜市） 夫婦のみ世帯の年齢別世帯数の推移（横浜市） 

出典：横浜市将来人口推計 

市内の高齢単身・夫婦世帯は急増している。 
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多様な住宅種別、選択肢の拡大の必要性 

介護サービスと住まいに対する考え方の状況（横浜市） 
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(平成25年)

サービス付き高齢者住宅に

入居したい＊1

有料老人ホームなど介護付き施設に

入りたい＊2

特養のなど介護施設に

入りたい＊2

出典：横浜市高齢者実態調査 

在宅生活希望が62.7％ 

【現状と課題】  「介護施設等に入所するよりも、なるべく自宅で暮らし続けたい」という
意向を持つ方は60％を超えており、在宅生活への根強い意向あり。 
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多様な住宅種別、選択肢の拡大の必要性 

【現状と課題】  半数以上が高齢者になった時の住まいへの不安を抱いている。  
21.4％は「いざというとき支援してくれる人が近くにいない」を挙げている。 

高齢者になった時の住まいへの不安について（横浜市） 

約54％が高齢者になった時の住まいへの不安を抱いている 
 

出典：平成25年神奈川県住生活総合調査 
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多様な住宅種別、選択肢の拡大の必要性 

【現状と課題】  住民共助の精神は確実に息づいている。 

住民共助や地域への貢献について（横浜市） 

自分の周辺や地域への貢献を考えている 

今後さらに力を入れていきたい分野 

出典：平成26年度 横浜市民意識調査 

住民自身が取り組むべき地域の課題（上位５項目） 

出典：横浜市の老人クラブ活動に関するアンケート 
（平成21年度健康福祉局高齢健康福祉課） 

高齢社会で高齢者が果たす役割 

出典：平成24年度 横浜市自治会町内会・地区連合町内会 
             アンケート調査報告書 

既存自治体活動でも今後力を入れていきたい分野とし
て「子育て支援」「福祉事業」が上位となっている 
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多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

よこはま多世代・地域交流型住宅 

【対 応】  単身高齢者が安心して地域に住み続けるためには、 
        子育て世代等の若い世代の住民を含む、地域とのつながりが必要 
 
 
 

【施 策】  多世代が集まり助け合える高齢者向け賃貸住宅として、 

        「よこはま多世代・地域交流型住宅」 を整備 
 

 ＜主な特徴＞ 
 

  ・高齢者が安心して利用できる価格の設定など、 
   多世代が入居できるよう、各入居者の特性に 
   配慮した住まいの整備 
 
  ・入居者間や、入居者と地域住民間の交流を 
   促進する機能、設備の設置 
 
  ・医療介護施設、商店、生活支援サービスなど 
   の設置 

一般住宅 

高齢者向け住宅 

交流・生活利便施設 
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よこはま多世代・地域交流型住宅 

公有地（市有地）を活用した住宅の整備 

民有地を活用した住宅の整備 

多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

よこはま多世代・地域交流型住宅 

◌ 民間事業者が整備・運営を行う 
◌ 事業者は、公募を実施のうえ、市の附属機関による審査を行い

決定 

◌ 民間事業者が整備・運営を行う。 
◌ 事業者は、市の附属機関で定めた審査基準「よこはま多世代・地

域交流型住宅認定制度」に基づき、市が認定 
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多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

よこはま多世代・地域交流型住宅 

（１）対象となる住宅 
 ■多世代が入居できるよう、高齢者が安心して生活できる適切な価格の賃貸住宅 
  など、 入居者の特性に配慮した住まいが整備されていること 
 ■入居者同士や周辺地域住民との交流に配慮した機能・設備が備わっていること 
 ■介護・医療施設、食料品・日用品の商店や日常生活を支えるサービスなど、 
  高齢者等が住みやすい環境が整っていること 
 
（２）整備の促進（事業者のメリット等） 
 ■認定した住宅を本市ホームページに掲載するなど、広く市民に周知 
 ■事業者の地域交流に対し、情報提供などの支援を実施 
 ■住宅の整備計画に対応した柔軟な認定手続により、事業者の負担感を軽減 
 ■事業者が具体的に事業イメージを持てるよう、パンフレットによる周知を実施 
 ■一定の基準等を満たした住宅は、市街地環境設計制度による容積率割増等の  
   対象とする  ※建築審査会で承認される必要あり 

「よこはま多世代・地域交流型住宅認定制度」認定制度  ※平成28年６月創設予定 
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公有地（市有地）を活用した整備事例① 

 ココファン横浜鶴見 
  ・鶴見会館跡地を利用（鶴見区鶴見中央三丁目1205番１） 

  ・平成27年４月１日完成 

多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

よこはま多世代・地域交流型住宅 

• サービス付き高齢者向け住宅と、一般世帯向け賃貸住宅が、一つの建物の中に併存 
• クリニック、薬局、介護施設、コンビニエンスストア、学習塾が建物内に併設 

交流スペース 

サービス付き高齢者向け住宅 
自立フロア 

一般世帯向け 
賃貸住宅 

介護フロア（居宅介護支援・訪問介護・デイサービス） 

コンビニ 

学習塾 

調剤薬局 

クリニック 
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多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

よこはま多世代・地域交流型住宅 

公有地（市有地）を活用した整備事例② 
 緑区十日市場センター地区 
   ・持続可能な住宅地モデルプロジェクトの一つ 

   ・市有地（緑区十日市場町1501番７外）を活用して事業者を公募 

   ・平成31年度完成予定（20、21街区） 

・サービス付き高齢者向け住宅と高齢者向け優良賃貸住宅、多世代向け分譲住宅等が地区内に併存 
・保育所、コミュニティスペース・カフェ、ミニスーパー、デイサービス等の生活サービス施設を設置 
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 高優賃と子育てりぶいんの合築 
  ・所在地（港北区大豆戸町） 

  ・平成29年２月入居開始予定 

多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

その他の多世代型住宅 

• 家賃補助付きの「高齢者向け地域優良賃貸住宅」（高優賃）と「子育て世帯向け地域優良賃貸
住宅」（子育てりぶいん）の合築 

• 屋内外をつなぐゆとりのエンガワ（廊下）や、中庭・畑など交流の場となる緑地空間も充実 
• 生活相談や見守りなどの高齢者向け施設サービスの他、地域の子育て支援のため交流施設
や子育て支援施設（予定）を導入 

• 計画当初から地域と連携し、前記施設・空間も利用しながら入居高齢者のみの閉じた施設と
ならないよう地域に開放するプログラムを計画 

イメージ図 
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その他の多世代型住宅 

多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

 

 平成27年度 高優賃事業者募集 
 

  ・新たに子育て支援施設や子育て世帯向け住宅の導入等を評価し、多世代型住宅を誘導 

【選定物件概要】 

所在地 戸数 施設の特徴

●戸塚区品濃町 92+59
子育て世帯向け住宅(59戸)と合築、
金融機関･クリニックモール併設

●港南区日野 12+2
子育て世帯向け地域優良賃貸住宅
(2戸)を導入

●保土ケ谷区帷子町 42
地域活動拠点の導入と一体的に
屋外交流広場設置

●磯子区中原 36 歯科医院,店舗併設(生活利便施設等)
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その他の多世代型住宅 

多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

横浜市住宅供給公社の取組事例 

 横浜MIDベースタワーレジデンス 
 

  ・「環境に配慮した持続可能な住宅地モデルの構築」の
具現化への取組み 
 

  ・様々なスタイルの住生活や地域課題の解決に向けた
生活支援サービス機能を備えた複合建築物 
 

  ・所在地（横浜市西区花咲町6-143） 
 

  ・平成29年12月竣工・引渡し（予定） 
 

(1)分譲住宅 
  子育て世帯や高齢者などの幅広い世帯に配慮した 

 施設が整った分譲住宅 
(2)医療・福祉施設、子育て支援施設 
  子育て支援施設、医療施設、地域コミュニティを 

 育める施設 
(3)商業施設 
  主にスーパーマーケット等の食品・物販施設 

整備計画 

※イメージパース 
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参考資料 
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子どもが小さい世帯は借家住まいが多い 子育て世帯の５割は不安を感じる傾向 

子育てにおいて住宅に関するニーズが多い 

子育て世帯の住まいに関するデータ 

出典：平成25年神奈川県住生活総合調査結果報告書 
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子育てにおいて重要だと思う要素 

子育て世帯の住宅の所有関係 
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    の調査 結果報告書 
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子育ての支えとして祖父母の存在がある 子どもの年齢が低いほど住替えの意向が多い 

全体に比べ子育て世代は、資金の不足により住み替えを躊躇する割合が高い 

33.6 

53.0 

10.6 

15.1 

16.2 

0.6 

0 10 20 30 40 50 60

日常的に、祖父母等の親族による支えがある

緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族による支えがある

日常的に、友人・知人・近所の人による支えがある

緊急時もしくは用事の際には、友人・知人・近所の人による支えがある

いずれもいない

無回答

（％）

N=31,374
MA

出典：横浜市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用ニーズ把握のため 
    の調査 結果報告書 

子育てに対する周囲からの支え 
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（％）

出典：平成25年神奈川県住生活総合調査結果報告書 

今後の住替え・改善の意向 
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（％）
住替え・改善の意向がない理由（神奈川県） 

出典：平成25年神奈川県住生活総合調査結果報告書 

子育て世帯の住まいに関するデータ 
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横浜市地域子育て応援マンション 

子育て世帯を対象にした施策の概要 

ヒルズ南戸塚 
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65歳以上の持ち家率は約８割 年齢が上がるにつれて今の住まいに住み続け
たいという傾向にある 

介護サービスを利用しながら自宅で暮らしたい
と考えている方は５割以上 

高齢者世帯の住まいに関するデータ 

出典：平成25年住宅・土地統計調査 

介護サービスと住まいに対する考え方の状況 

年齢別の住宅の所有関係 現地定住意向 

出典：平成27年横浜市市民意識調査 
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わからない

その他
無回答

サービス付き高齢者向け住宅に入居したい

出典：平成26年横浜市市民意識調査 
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出典：平成25年住宅・土地統計調査 
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住宅の耐震・老朽・バリフリ化が課題 高齢者の定期的な収入源は年金 

高齢者世帯の住まいに関するデータ 

出典：平成25年神奈川県住生活総合調査 結果報告書 

住宅の各要素に対する不満率（神奈川県） 定期的な収入源 

出典：平成25年横浜市高齢者実態調査 
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後期高齢者[75歳以上]（n=894）

各年代で一定程度の親子との近居がある 

近居の状況 

出典：平成24年横浜市民意識調査 
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７０歳以上の男性では都会より多少不便でも静
かな郊外での居住を望む人が増える 

高齢者世帯の住まいに関するデータ 

住まいに関する価値観（郊外居住について） 

出典：平成27年横浜市民意識調査 

住宅内の寒さを改善すれば循環器疾病予防
につながる可能性がある 

１年間の住宅内での死亡者の推移 

出典：慶応義塾大学 伊香賀教授資料より 

高齢で子どもがない世帯では近隣との関係は
あまり干渉しない方が暮らしやすいが５割超 

住まいに関する価値観（近隣との関係について） 

出典：平成27年横浜市市民意識調査 
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地域包括ケアシステム 

高齢者世帯を対象にした施策の概要 

出典：厚生労働省ホームページ 
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スマートウェルネス住宅・シティの実現 

高齢者世帯を対象にした施策の概要 

出典：国土交通省ホームページ 
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「サービス付き高齢者向け住宅」の供給支援 

高齢者世帯を対象にした施策の概要 

出典：国土交通省・厚生労働省パンフレット 
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横浜市マンション・バリアフリー化等支援事業 

高齢者世帯を対象にした施策の概要 

居住者の高齢化が進むマンションについて、安全・円滑な移動
をサポートするため、廊下や階段など共用部分の段差解消等
のバリアフリー整備費用の一部を補助します。 
 
【対象となるマンション】 
横浜市内にある分譲マンションで、バリアフリー化等工事（※）
を行うこと及びその経費について、マンション管理組合の規約
に基づき決議が行われているマンション管理組合 
 
※ 傾斜路、手すり、昇降機を新たに設置する工事で、別表の 
 基準を満たすもの。 
 （寸法等は、横浜市福祉のまちづくり条例施設整備マニュア 
  ルを参照のこと） 
 
【補助率及び補助金額】 
バリアフリー化等工事に要する費用の３分の１ 
 （千円未満の端数切り捨て） 
※ １管理組合当たり３０万円を限度とします。 
※ 手すり設置に係る工事の場合は１管理組合当たり30万円 
 又は住戸１戸当たり8,000円のうち低い額を限度とします。 
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横浜市高齢者住替え促進事業 

高齢者世帯を対象にした施策の概要 

【事業内容】 
住替えを希望されている高齢者が所有す
る住宅を、子育て世帯に安い家賃で賃貸
をしていただく「住替え支援モデル事業」
を実施しています。 
高齢者が所有する住宅は、横浜市と協定
を結んだ横浜市住宅供給公社（協力管理
会社）がお借りし、子育て世帯へ転貸しま
す。この事業を活用していただくことで、高
齢者は、賃貸借における煩雑な管理業務
等がなくなるとともに、横浜市高齢者向け
優良賃貸住宅に優先的に入居していただ
くことができます 

ポータルサイト 
「横浜市高齢者住替え促進事業ＹＯＫＯＨＡＭＡ 
 ＳＵＭＩＫＡＥ」 
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ハウスクエア横浜 

多様な住宅種別、選択肢の拡大に対応した施策の概要 

横浜市の関連団体である「日本住情報交流センター」が運営する、住まいに関する全ての情報が
集まった総合施設。この施設は、単なる住宅関連メーカーショールームの複合施設ではなく、住生
活の充実を目的として設立された、長期的・公益的な視点に基づく住文化創造の場として「住文化
の創造」、「経済の振興」、「街づくりへの貢献」の３点をコンセプトとしています。  

【事業内容】 
◇住まいづくり及び住生活に関する情 
 報サービスの提供、総合相談、コンサ 
 ルティング業務 
◇モデル住宅，住宅設備，住宅部材等 
 の展示 
◇住まいづくり及び住生活に関する 
 イベント、シンポジウム、セミナーの 
 開催 
◇建築家、インテリアデザイナー等の 
 専門家の業務サポート 
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